
年 月 日

＜活動内容＞ ＜活動の様子＞

リサイクル（鉄・アルミ・スチール・プラスティック・木）確認

活動場所：縄県中部地区全域

実施日程：毎日 洗剤の用途について確認

実施した利用者の知識・能力向上に係る実施の概要

利用者数　9名等

＜目的＞

利用者の知識・能力向上に係る実施のねらい:

一般就労できるだけの体力、コミュニケーション力をつけて

作業に対する知識を深めていく。

利用者にとってのメリット： ドライバーから電動工具の使用

作業を通して、収入が増えることで自信につながる

＜成果＞

実施した結果：自分たちで少しづつ考えるようになった

得られた成果：責任感や作業意識を持てるようになった

課題点：高所（1ｍ以上）の高さでの作業や濡れた場所

での転倒リスク

利用者一人一人の評価は徐々に良くなってきてます。

利用者には、身体・精神・知的の障害の方たちで、利用者のことを理解し、仕事の内容と道具の使い方等をわかりやすく説明します。身体の人へは、同線の確保と安全

面への配慮に加え、道具の使用方法を説明、主に切る・回す・剥がすの作業が多く中には、創意工夫を加え要領よく働けている人もいます。精神の人へは、時には相手

の話を傾聴し、指示や誘導等を的確に出すように意識して取り組んでます。作業内容としては、清掃作業がメインで、洗い・掃き・拭き清掃が主で、状況や状態に合わ

せた洗剤や道具を使用できるようにしています。知的の方へも同様に洗剤・道具の使用方法を説明。洗剤の色で覚えてもらったり、容器に線を引くなどの工夫も行って

ます。また、日々の作業を通し、コミュニケーション力もつけ、今では仲間同士で和気あいあいと地域と連携した作業に取り組むことができていると思います。

利用者の知識・能力向上に係る実施概要

連携先企業（担当者） 就労継続支援A型事業所　沙來　生活支援員　宇根　忍

　私は沙來で勤めて今年で9年目に入ります。最初のころは精神的に落ち込んでいて、体力もなく室内でパンフレットを折ったり、野菜の仕分け等

の座っての作業でした。職員もみんな優しく指導してくれて、だんだん調子もよくなってきました。その後、施設外就労での清掃作業があり、支

援員に「やってみないねー」って言われて、頑張ってやってみたら、私に合う仕事でした。清掃は好きなので、お風呂場やキッチン・トイレ等、

きれいになるのが気持ちよく、今は民間の清掃作業にやりがいを感じてます。今では毎日が充実して、楽しく生活できています。利用者メンバー

も気さくで話しやすく、作業がやりやすいです。それと一番頑張ったら、収入も増えて満足しています。私は褒められたら、伸びるタイプなので

もっともっと頑張ろうという気持ちになります。

就労継続支援Ａ型事業所における利用者の知識・能力向上に係る実施状況報告書

事業所名 就労継続支援A型事業所　沙來 事業所番号 4710800931

利用者からの意見・評価

住　所 沖縄市池原5丁目1-13　2階 管理者名 譜久島　豊

連携先の企業や事業所等の意見または評価

電話番号 098-921-2088 対象年度 令和5年度

様式２


